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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月23日(2016.9.23)

【公表番号】特表2015-526518(P2015-526518A)
【公表日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2015-057
【出願番号】特願2015-529929(P2015-529929)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/155    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/155    　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明の範囲及び趣旨から逸脱しない本発明の様々な変更及び改変は、当業者には明ら
かであろう。
　本発明の実施態様の一部を以下の項目１－１４に列記する。
[１]
　モノアシルグリセリドに可溶化しているグルコン酸クロルヘキシジンを含む組成物であ
って、前記モノアシルグリセリドが、ＨＬＢ法を用いて決定したとき、１０以下の親水性
－親油性バランスを有する疎水性モノアシルグリセリドである、組成物。
[２]
　ＣＨＧ及び疎水性モノアシルグリセリドの合計重量に基づいて、前記疎水性モノアシル
グリセリドに溶解しているグルコン酸クロルヘキシジンを少なくとも５重量％含む、項目
１に記載の組成物。
[３]
　前記モノアシルグリセリドが、１０（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２超の溶解度パラメータを
有する、項目１又は２に記載の組成物。
[４]
　前記モノアシルグリセリドが、１モル当たり少なくとも２５キロカロリーの、グルコン
酸クロルヘキシジンに対する結合エネルギーを有する、項目１～３のいずれか一項に記載
の組成物。
[５]
　前記モノアシルグリセリドが、２つの隣接する水素結合基を含む、項目１～４のいずれ
か一項に記載の組成物。
[６]
　前記モノアシルグリセリドのアシル基が、Ｃ８～Ｃ１８アシル基である、項目１～５の
いずれか一項に記載の組成物。
[７]
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　前記モノアシルグリセリドが、グリセロールモノカプリレート、グリセロールモノラウ
レート、グリセロールモノイソステアレート、グリセロールモノオレエート、及びこれら
の組み合わせからなる群より選択される、項目６に記載の組成物。
[８]
　グルコン酸クロルヘキシジン１重量部当たり、１重量部以下の親水性ビヒクルを含む、
項目１～７のいずれか一項に記載の組成物。
[９]
　グルコン酸クロルヘキシジン１重量部当たり、０．１重量部以下の親水性ビヒクルを含
む、項目１～８のいずれか一項に記載の組成物。
[１０]
　グルコン酸クロルヘキシジン１重量部当たり、０．１重量部以下の水を含む、項目１～
９のいずれか一項に記載の組成物。
[１１]
　担体を更に含む、項目１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
[１２]
　前記担体が、ポリマーを含む、項目１１に記載の組成物。
[１３]
　前記担体が、有機溶媒を含む、項目１１又は１２に記載の組成物。
[１４]
　チキソトロープ剤を更に含む、項目１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モノアシルグリセリドに可溶化しているグルコン酸クロルヘキシジンを含む組成物であ
って、前記モノアシルグリセリドが、ＨＬＢ法を用いて決定したとき、１０以下の親水性
－親油性バランスを有する疎水性モノアシルグリセリドである、組成物。
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